


図1　細石刃を埋め込んだ骨製シャフト
推定復元：関口昌和氏

信
濃
川
流
域
の
細
石
刃
集
団
の
行
動
領
域
と
生
業
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

堤　
　

隆

　
　１

．
は
じ
め
に

　

後
期
旧
石
器
時
代
終
末
期
、
年
代
で
い
う
と
今
か
ら
約
２
万
年
か
ら
１
万
７
０
０
０

年
前
ほ
ど
の
間
、
細さ
い

石せ
き

刃じ
ん

石
器
群
と
い
う
特
徴
的
な
石
器
群
が
本
州
に
出
現
し
た
。

人
々
は
押お
う

圧あ
つ

剥は
く

離り

と
い
う
発
達
し
た
加
圧
方
法
を
用
い
た
石
器
製
作
に
よ
り
細
石
刃
と

呼
ば
れ
る
カ
ミ
ソ
リ
の
刃
の
よ
う
な
石
器
を
量
産
し
て
シ
ャ
フ
ト
に
取
り
付
け
、
生
業

戦
略
を
展
開
し
た
。
本
稿
で
は
縄
文
時
代
開
始
直
前
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
の
石
器
群

か
ら
、
そ
れ
を
用
い
た
人
々
の
行
動
領
域
と
生
業
に
つ
い
て
信
濃
川
流
域
を
中
心
に
考

え
た
い
。
当
該
河
川
に
つ
い
て
は
「
千
曲
川
」「
信
濃
川
」
の
両
呼
称
が
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
同
一
河
川
で
あ
る
こ
と
か
ら
便
宜
上
、「
信
濃
川
」
に
統
一
し
て
述
べ
る
。

　

細
石
刃
に
は
、
大
き
く
３
つ
の
製
作
技
法
が
あ
り
、
稜
り
ょ
う

柱ち
ゅ
う

系け
い

・
削さ
く

片へ
ん

系け
い

・
分
割
系

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
（
図
２
）。
稜
柱
系
は
、
石
材
を
任
意
に
分
割
し
丹
念
な
原

形
を
準
備
し
な
い
も
の
で
、
矢
出
川
技
法
と
も
呼
ば
れ
、
ウ
ズ
ラ
の
卵
大
ほ
ど
の
小

さ
な
細
石
刃
石
核
が
残
さ
れ
る
（
図
３
）。
削
片
系
は
、
両
面
調
整
体
の
楕
円
形
も
し
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図3　矢出川遺跡の細石刃石器群（稜柱系）
右奥の円錐形の石器で高さ2㎝　写真提供：小川忠博氏

図2　三つの細石刃製作技法
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く
は
木
葉
形
の
丹
念
な
原
形
を
作
成
、
削
片
と
呼
ば
れ
る
剥
片
を
剥
い
で
打
面
を
準
備

し
、
細
石
刃
を
剥
離
す
る
と
い
う
周
到
な
工
程
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
分
割
系
は
石
材

を
大
き
く
分
割
し
た
の
ち
舟
底
形
の
原
形
を
製
作
す
る
も
の
で
、
あ
ま
り
数
多
く
存
在

せ
ず
、
し
ば
し
ば
削
片
系
の
中
に
補
完
的
に
存
在
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
稜
柱
系
と
削
片
系
の
２
つ
に
注
目
し
論
を
進
め
る
。

　
　２

．
信
濃
川
流
域
の
細
石
刃
集
団
の
残
し
た
遺
跡

　
（
１
）
信
濃
川
流
域
の
細
石
刃
遺
跡

　

信
濃
川
流
域
に
は
、
最
上
流
部
に
あ
た
る
長
野
県
野
辺
山
高
原
、
そ
し
て
長
野
県
境

以
北
の
新
潟
県
域
に
あ
た
る
中
・
下
流
部
に
細
石
刃
遺
跡
が
数
多
く
存
在
す
る
。
そ
れ

を
残
し
た
集
団
は
、
定
住
生
活
を
行
わ
ず
遊
動
（
移
動
）
生
活
を
営
ん
だ
人
び
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
遺
跡
は
彼
ら
の
遊
動
の
軌
跡
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

　

本
州
中
央
部
の
細
石
刃
遺
跡
を
図
４
に
示
し
、
本
稿
で
扱
う
信
濃
川
流
域
の
主
要
な

遺
跡
を
表
１
に
示
し
て
対
応
さ
せ
た
。
信
濃
川
最
上
流
部
の
長
野
県
に
は
、
野
辺
山
高

原
に
矢
出
川
Ⅰ
や
中
ッ
原
５
Ｂ
、
中
ッ
原
１
Ｇ
遺
跡
が
あ
る
。
そ
し
て
佐
久
盆
地
か
ら

上
田
・
長
野
盆
地
の
分
布
空
白
地
帯
を
挟
み
、
新
潟
県
に
あ
た
る
中
・
下
流
域
に
は
、
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表１　信濃川流域の主要細石刃遺跡と石器組成

図4　本州中央部に分布する細石刃石器群

№ 遺跡名 所在

石器器種
細
石
刃
技
法

細
石
刃

形
石
器

荒
屋
形
彫
刻
刀

彫
刻
刀

形
石
器

掻
器

削
器

錐
状
石
器

細
石
刃
石
核

石
核
原
形

細
石
刃

１ 矢出川Ⅰ 長野県南牧村 稜柱系 ○ ○ ○ ○
２ 中ッ原５Ｂ 長野県南牧村 削片系B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３ 中ッ原１Ｇ 長野県南牧村 削片系B ○ ○ ○ ○ ○
４ 上原Ｅ 新潟県津南町 削片系B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
５ 正面中島 新潟県津南町 削片系A ○ ○ ○ ○ ○
６ 月岡 新潟県魚沼市 削片系A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
７ 荒屋 新潟県長岡市 削片系A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
８ 田井 新潟県見附市 稜柱系 ○ ○ ○
９ 高稲場 新潟県見附市 稜柱系 ○ ○
１０ 中土 新潟県三条市 削片系A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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図5　八ヶ岳と矢出川遺跡（手前畑）

註
１

　

堤　

隆 

編　

２
０
１
５　
『
矢
出

川
：
日
本
列
島
で
最
初
に
発
見
さ
れ
た

細
石
刃
石
器
群
の
研
究
』　

八
ケ
岳
旧

石
器
研
究
グ
ル
ー
プ
編

津
南
町
上
原
Ｅ
や
正
面
中
島
、
魚
沼
市
月
岡
、
見
附
市
田
井
、
見
附
市
高
稲
場
、
長
岡

市
荒
屋
、
三
条
市
中
土
遺
跡
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
い
く
つ
か
の
細
石
刃
遺
跡
が
存
在
し

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
遺
跡
を
み
る
と
信
濃
川
最
上
流
域
（
野
辺
山
高
原
）
と
、
中
・

下
流
域
（
津
南
よ
り
下
流
域
）
と
で
は
、
明
確
に
石
器
群
の
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
両
者
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
か
ら
そ
の
生
態
と
生
業
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
。

　
　

　
（
２
）
信
濃
川
最
上
流
域
の
稜
柱
系
細
石
刃
遺
跡

　

信
濃
川
最
上
流
域
、
八
ヶ
岳
野
辺
山
高
原
に
特
徴
的
に
存
在
す
る
の
が
矢
出
川
遺
跡

群
を
構
成
す
る
稜
柱
系
細
石
刃
遺
跡
で
、
と
り
わ
け
国
史
跡
で
あ
る
矢
出
川
遺
跡（「
第

Ⅰ
遺
跡
」
と
も
呼
称
）
が
そ
の
中
心
を
な
す
。
そ
の
立
地
の
大
き
な
特
徴
は
、
標
高

１
３
４
０
ｍ
と
い
う
高
標
高
に
あ
り
、
小
河
川
で
あ
る
矢
出
川
が
貫
く
矢
出
川
湿
原
を

臨
む
場
所
に
遺
跡
が
立
地
す
る
点
で
あ
る
（
図
５
）。

　

矢
出
川
遺
跡
は
、
全
国
に
１
７
９
２
か
所
あ
る
細
石
刃
遺
跡
の
な
か
で
も
ベ
ス
ト
５

に
入
る
ほ
ど
細
石
刃
の
出
土
量
が
多
く
、
５
３
２
１
点
の
細
石
刃
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
は
矢
出
川
遺
跡
が
繰
り
返
し
利
用
さ
れ
た
拠
点
的
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
（
註
１
）。
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図6　信濃川と正面中島遺跡

信濃川

正面中島遺跡

　

矢
出
川
遺
跡
の
稜
柱
系
細
石
刃
に
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
黒
曜
石
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と

が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
１
３
６
２
点
の
黒
曜
石
原
産
地
推
定
の
結
果
、
諏
訪
エ
リ
ア

が
３
４
９
点
（
約
２６
％
）、
蓼
科
エ
リ
ア
が
４
０
６
点
（
約
３０
％
）、
神
津
島
エ
リ
ア
が

３
８
９
点
（
約
２９
％
）
と
そ
れ
以
外
と
な
っ
た
。
遺
跡
か
ら
４０
㎞
圏
内
の
諏
訪
・
蓼
科

エ
リ
ア
の
黒
曜
石
が
相
応
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
う
な
ず
け
る
。
し
か
し
、
直
線

距
離
で
２
０
０
㎞
ほ
ど
を
隔
て
、
太
平
洋
島
嶼
部
の
神
津
島
エ
リ
ア
の
黒
曜
石
の
３
割

を
占
め
る
持
ち
込
み
が
、
こ
の
集
団
の
石
材
資
源
獲
得
の
あ
り
方
を
特
徴
的
に
物
語
っ

て
い
る
。

　
　

　
（
３
）
信
濃
川
中
流
域
下
半
部
・
下
流
域
の
削
片
系
細
石
刃
遺
跡

　

信
濃
川
中
流
域
の
下
半
部
お
よ
び
下
流
域
、
行
政
区
分
で
い
う
新
潟
県
サ
イ
ド
に

は
、
稜
柱
系
と
は
ま
っ
た
く
製
作
技
法
の
異
な
る
削
片
系
細
石
刃
遺
跡
が
、
河
川
の
縁

辺
部
に
分
布
す
る
。
そ
れ
ら
は
津
南
町
正
面
中
島
遺
跡
（
図
６
・
７
）
や
長
岡
市
荒
屋

遺
跡（
図
８
）、
魚
沼
市
月
岡
遺
跡（
図
９
）、
三
条
市
中
土
遺
跡
な
ど
に
み
る
Ａ
類
と
、

津
南
町
上
原
Ｅ
遺
跡
（
図
10
）
に
代
表
さ
れ
る
Ｂ
類
と
に
分
け
ら
れ
る
。

　

Ａ
類
の
細
石
刃
石
器
群
は
、
山
形
県
な
ど
を
主
た
る
原
産
地
と
す
る
珪
質
頁
岩
を
石

器
石
材
と
し
、
荒
屋
型
彫
刻
刀
形
石
器
を
組
成
す
る
石
器
群
で
あ
る
。
荒
屋
型
彫
刻
刀
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図8　荒屋遺跡の細石刃石器群〈削片系Ａ類〉
所蔵：十日町市教育委員会

写真提供：長岡市立科学博物館

図7　正面中島遺跡の細石刃石器群〈削片系Ａ類〉
所蔵：津南町教育委員会

図9　月岡遺跡の細石刃石器群〈削片系Ａ類〉
所蔵・写真提供：長岡市立科学博物館

図10　上原Ｅ遺跡の細石刃石器群〈削片系Ｂ類〉
所蔵：津南町教育委員会
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註
２

　

沢
田
敦　

２
０
１
４　
『
荒
屋
遺
跡
』

同
成
社

註
３

　

佐
藤
信
之　

２
０
１
８　
「
正
面
中

島
遺
跡
を
中
心
と
し
た
細
石
刃
石
器
群

の
遺
跡
」『
津
南
学
』７　

ほ
お
ず
き
書

籍

形
石
器
は
矢
出
川
な
ど
の
稜
柱
系
細
石
刃
遺
跡
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
個
性
の
強

い
道
具
と
し
て
、
こ
の
石
器
群
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
掻
器
も
同
様
に
稜
柱
系
に
は
な

い
道
具
で
あ
る
。
と
り
わ
け
そ
の
代
表
格
で
あ
る
荒
屋
遺
跡
は
、
信
濃
川
と
魚
野
川
と

い
う
大
規
模
河
川
の
合
流
点
に
位
置
し
（
図
11
）、
細
石
刃
は
矢
出
川
遺
跡
を
上
回
る

６
３
４
３
点
と
い
う
膨
大
な
出
土
量
を
み
せ
る
拠
点
的
遺
跡
で
あ
る
（
註
２
）。

　

Ｂ
類
の
上
原
Ｅ
遺
跡
に
は
、
珪
質
頁
岩
も
含
ま
れ
る
も
の
の
、
黒
曜
石
を
主
体
と

し
、
長
野
県
小
深
沢
の
黒
曜
石
ほ
か
、
秋
田
県
脇
本
海
岸
の
黒
曜
石
が
用
い
ら
れ
て
い

た
（
註
３
）。
細
石
刃
技
法
は
、
Ａ
類
に
は
認
め
ら
れ
な
い
湧
別
技
法
白
滝
型
（
打
面

に
擦
痕
を
も
つ
細
石
刃
石
核
）
が
特
徴
的
に
み
ら
れ
た
。
彫
刻
刀
形
石
器
は
存
在
す
る

も
の
の
、
典
型
的
な
荒
屋
型
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
先
の
Ａ
類
の
遺
跡
が
信
濃
川
本
流

の
低
位
段
丘
に
立
地
す
る
の
に
対
し
、
Ｂ
類
の
上
原
Ｅ
遺
跡
は
信
濃
川
の
高
位
段
丘
の

谷
頭
に
あ
り
、
立
地
を
異
に
し
て
い
る
。

　
　３

．
細
石
刃
集
団
の
生
業
と
資
源
利
用
そ
し
て
遊
動
戦
略

　
（
１
）
稜
柱
系
細
石
刃
集
団
の
生
業
と
遊
動
戦
略

　

矢
出
川
遺
跡
の
稜
柱
系
細
石
刃
集
団
は
、
お
そ
ら
く
湿
原
に
集
ま
る
シ
カ
類
な
ど
の

中
型
獣
狩
猟
を
主
た
る
生
業
と
し
た
も
の
で
、
時
に
八
ヶ
岳
や
和
田
峠
周
辺
に
黒
曜
石

168



図11　合流点に位置する荒屋遺跡　写真提供：東北大学考古学研究室

魚野川

信濃川
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図12　神津島恩馳島黒曜石原産地（筆者撮影）

獲
得
に
向
か
っ
た
集
団
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
標
高
１
３
０
０
ｍ
を
超
す

こ
の
高
原
部
は
お
そ
ら
く
冬
の
居
住
地
に
は
な
り
え
ず
、
夏
季
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て

機
能
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
註
４
）。

　

矢
出
川
に
持
ち
込
ま
れ
た
神
津
島
エ
リ
ア
恩
馳
島
（
図
12
）
の
黒
曜
石
の
存
在
は
、

そ
れ
以
前
の
彼
ら
の
キ
ャ
ン
プ
地
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
採
取
地
で
あ

る
神
津
島
と
伊
豆
半
島
を
介
し
て
対
峙
す
る
地
域
、
具
体
的
に
は
愛
鷹
・
箱
根
山
麓
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
（
註
５
）。
こ
の
集
団
に
よ
り
、
静
岡
―
山
梨
―
長
野
を

結
ぶ
「
富
士
川
回
廊
」
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
神
津
島
エ
リ
ア
の
黒
曜
石
が
矢
出
川
へ
と
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
シ
カ
類
は
夏
季
に
高
原
部
へ
と
上
る

習
性
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
の
で
、
愛
鷹
・
箱
根
山
麓
集
団
が
シ
カ
を
追
尾
す
る
傍
ら

神
津
島
産
の
黒
曜
石
が
持
ち
込
ま
れ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
移
動
後
は
こ
の
場
所

を
拠
点
と
し
、
八
ヶ
岳
や
和
田
峠
周
辺
な
ど
信
州
の
黒
曜
石
が
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
季
節
的
な
標
高
移
動
を
行
う
の
が
稜
柱
系
細
石
刃
集
団
の
遊
動
戦
略

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
稜
柱
系
細
石
刃
技
術
は
、
野
辺
山
高
原
や
愛
鷹
・
箱
根
山
麓
ば
か
り
で
な

く
、
相
模
野
・
武
蔵
野
・
下
総
と
い
っ
た
関
東
に
広
が
る
特
徴
を
み
せ
て
お
り
、
信
州

エ
リ
ア
や
神
津
島
エ
リ
ア
の
黒
曜
石
利
用
も
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
が
稜
柱

註
４

　

堤　

隆　

２
０
０
３　
『
氷
河
期
を

生
き
抜
い
た
狩
人
：
矢
出
川
遺
跡
』　

新
泉
社

註
５

　

池
谷
信
之
氏
は
、
伊
豆
半
島
を
ホ
ー

ム
ゲ
レ
ン
デ
と
す
る
集
団
が
、
神
津
島

産
黒
曜
石
の
獲
得
に
あ
た
っ
て
い
た
と

推
測
す
る
（
池
谷
２
０
０
４
）。
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註
６

　

註
３
と
同
じ

註
７

　

加
藤
晋
平　

１
９
８
１　
「
旧
石
器

時
代
の
漁
労
活
動
︱
先
土
器
時
代
の
生

業
を
考
え
る
う
え
で
︱
」『
信
濃
』
３３

－
４

　

佐
藤
宏
之　

１
９
９
２　
「
北
方
系

削
片
系
細
石
刃
石
器
群
と
定
住
化
仮

説
」『
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
』
２９

註
８

　

堤　

隆　

２
０
１
１　
「
内
水
面
漁

撈
の
導
入
を
め
ぐ
る
作
業
仮
説
」『
最

終
氷
期
に
お
け
る
細
石
刃
狩
猟
民
と
そ

の
適
応
戦
略
』　

雄
山
閣

系
細
石
刃
集
団
の
よ
り
広
域
な
テ
リ
ト
リ
ー
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の

領
域
に
ど
の
程
度
の
集
団
数
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
相
互
関
係
を
も
っ
て
い
た
か
を
推

し
量
る
の
は
な
か
な
か
困
難
な
作
業
で
あ
る
。

　
　

　
（
２
）
削
片
系
細
石
刃
集
団
の
遊
動
戦
略
と
生
業

　

削
片
系
細
石
刃
集
団
で
は
、
そ
の
分
布
域
か
ら
も
信
濃
川
中
流
域
下
半
部
・
下
流
域

が
主
た
る
遊
動
の
場
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
信
濃
川
の
佐
久
盆
地
か
ら
上
田
・
長
野

盆
地
に
は
細
石
刃
の
遺
跡
は
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
空
白
エ
リ
ア
が
、
両
集
団
相
互
の
領

域
の
独
立
性
を
暗
示
し
て
い
る
。
削
片
系
の
中
に
は
、
荒
屋
や
正
面
中
島
の
よ
う
に
山

形
な
ど
東
北
地
方
産
の
珪
質
頁
岩
を
利
用
す
る
Ａ
類
と
、
上
原
Ｅ
の
よ
う
に
秋
田
産
の

黒
曜
石
を
利
用
す
る
Ｂ
類
の
２
つ
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
二
者
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
類
が
前

出
し
、
Ａ
類
が
後
出
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
註
６
）、
時
期
の
異
な
る
も
の

と
み
て
よ
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
搬
入
石
材
か
ら
両
者
は
、
東
北
地
方
か
ら
の
ベ
ク
ト
ル

を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
削
片
系
細
石
刃
石
器
群
が
北
方
系
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

削
片
系
の
細
石
刃
石
器
群
を
も
つ
集
団
に
関
し
て
は
、
サ
ケ
科
遡
河
性
魚
の
捕
獲
と

い
う
内
水
面
漁
撈
と
結
び
付
け
て
議
論
さ
れ
（
註
７
）、
筆
者
も
内
水
面
漁
撈
と
い
う

生
業
を
重
要
視
し
て
き
た
（
註
８
）。
長
岡
市
荒
屋
遺
跡
は
、
信
濃
川
と
魚
野
川
の
合
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図１３　中ッ原１Ｇ地点の細石刃石器群〈削片系Ｂ類〉
� 写真提供：八ケ岳旧石器研究グループ

流
点
に
立
地
す
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
こ
は
『
北
越
雪
譜
』
に
も
記
載
さ
れ
る

よ
う
に
、
古
来
よ
く
知
ら
れ
た
サ
ケ
の
産
卵
場
所
で
あ
る
。
サ
ケ
科
遡
河
性
魚
は
、
定

ま
っ
た
時
期
と
産
卵
場
所
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
そ
の
捕
獲
確
実
性
と
量
的
安
定
性
と
が

集
団
の
生
活
を
保
証
し
た
の
だ
ろ
う
（
註
９
）。

　

ま
た
、
削
片
系
細
石
刃
集
団
が
持
つ
荒
屋
型
彫
刻
刀
形
石
器
は
骨
角
器
の
製
作
に
、

掻
器
は
皮
革
加
工
に
用
い
ら
れ
た
道
具
と
み
ら
れ
る
（
註
１０
）。
一
方
で
こ
う
し
た
本

格
的
な
道
具
を
稜
柱
系
細
石
刃
集
団
は
持
た
な
い
こ
と
か
ら
も
、
道
具
の
装
備
を
根
幹

と
し
た
生
業
活
動
の
大
き
な
異
な
り
を
予
測
で
き
よ
う
。

　
　４

．
相
互
の
細
石
刃
集
団
の
関
係
性

　

削
片
系
細
石
刃
集
団
の
テ
リ
ト
リ
ー
は
、
主
に
信
濃
川
中
流
域
の
下
半
部
・
下
流
域

と
み
ら
れ
る
が
、
信
濃
川
最
上
流
部
の
野
辺
山
高
原
の
中
ッ
原
５
Ｂ
地
点
や
同
１
Ｇ
地

点（
図
１３
）に
お
い
て
黒
曜
石
の
削
片
系
細
石
刃
石
器
群
が
散
在
し
、
逆
に
信
州
産（
小

深
沢
）
の
黒
曜
石
が
削
片
系
の
上
原
Ｅ
に
存
在
す
る
こ
と
な
ど
も
相
互
の
地
域
の
関
係

性
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
方
で
埼
玉
県
白
草
遺
跡
や
群
馬
県
頭
無
遺
跡
な
ど
、
関
東
に

珪
質
頁
岩
の
削
片
系
細
石
刃
石
器
群
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
お
そ
ら
く
は
三
国
山
脈
を
越

境
し
、
利
根
川
沿
い
に
流
入
す
る
集
団
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。

註
９

　

荒
屋
遺
跡
の
性
格
に
関
し
て
は
、
哺

乳
動
物
を
対
象
と
し
た
狩
猟
の
た
め
に

形
成
さ
れ
た
と
い
う
解
釈
も
あ
り
（
鹿

又
２
０
０
３
）、
生
業
に
関
す
る
議
論

が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
お
く
。

註
１０

　

堤　

隆　

１
９
９
７　
「
荒
屋
型
彫

刻
刀
形
石
器
の
機
能
推
定
」『
旧
石
器

考
古
学
』
５４
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図１５　高稲場遺跡の細石刃石器群〈削片系Ａ類〉
所蔵：新潟県立歴史博物館
写真提供：長岡市立科学博物館

図14　田井遺跡の細石刃石器群〈稜柱系〉
所蔵：見附市教育委員会

写真提供：長岡市立科学博物館

図16　細石刃集団と行動領域
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一
方
、
通
常
削
片
系
細
石
刃
集
団
の
テ
リ
ト
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
信
濃
川
下
流
域
の

見
附
市
田
井（
図
14
）・
高
稲
場
遺
跡（
図
15
）で
は
、
稜
柱
系
細
石
刃
技
術
が
み
ら
れ
、

信
州
諏
訪
エ
リ
ア
（
星
ヶ
塔
産
）
の
黒
曜
石
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
産
地
分
析

か
ら
判
明
し
て
い
る
（
註
１１
）。
こ
ち
ら
も
逆
方
向
の
越
境
の
事
例
と
い
え
る
。

　

稜
柱
系
細
石
刃
集
団
は
信
濃
川
最
上
流
部
か
ら
太
平
洋
側
に
、
削
片
系
細
石
刃
集
団

は
日
本
海
側
に
行
動
領
域
を
持
ち
、
狩
猟
や
内
水
面
漁
撈
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
で

独
自
な
生
業
を
営
む
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
み
せ
な
が
ら
も
、
相
互
に
交
流
を
持
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　

註
１１

　

佐
藤
信
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、

文
化
庁
建
石
徹
氏
の
黒
曜
石
産
推
定
に

よ
り
、
こ
の
よ
う
な
結
果
が
出
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
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